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１ まえがき 

    

製品やサービスを開発する企業にとって顧客

の評判を把握するために，Web 上の情報を活用す

ることが，重要となってきている [1]． 

Web 上の文章を収集し，調査したい製品やサー

ビスの名称（以下，対象名と記す）とその対象の

評価を表す語の辞書を用いて評判情報を抽出す

る研究がある[2]．この方法では，辞書を人手で構

築するため膨大な時間を要する． 

辞書構築のコストを削減するために，共起関係

を利用して仕様や評価を表す語を半自動で抽出

し，辞書を構築する研究がある[3]．しかし，この

方法では，人手による辞書登録作業が必要である． 

本研究は，この問題に対処するために，自動で

辞書を構築する手法を提案する．だが，一般的に

自動構築した辞書は，不要な語を多く含む． 

そこで，“対象名と仕様を表す語”，“対象名と

評価を表す語”，“仕様を表す語と評価を表す語”

の共起関係を利用し，対象名の類義語と仕様を表

す語を Weblog から交互に抽出し，対象辞書と仕

様辞書に登録することで，辞書の網羅性を高め，

構築した対象辞書と仕様辞書を用いて，評価を表

す語を Weblog から抽出し，評価辞書に登録する

ことで，不要な語を含まない高精度の辞書を自動

で構築することを目指す． 

 

２ 辞書の自動構築 

    

本研究は，対象名の付属品，機能，性能，及び

価格に関する語を対象名の仕様として定義し，仕

様を表す語の必要性，評価，要求，不満，及び評

判を表す語を評価であると定義する． 

定義した仕様を表す語を登録した仕様辞書と

評価を表す語を登録した評価辞書を，“対象名と

仕様を表す語”，“対象名と評価を表す語”，“仕様

を表す語と評価を表す語”の共起関係を利用し，

不要な語を含まない高精度の辞書を，以下の手順

で Weblog から自動的に構築する． 

 

i. Weblog の情報を形態素解析した結果から，”

【対象名】+の+【仕様を表す語の候補】“の共 
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起パターンを抽出し，更に【仕様を表す語の 

候補】語を抽出する． 

ii. 抽出した候補語のうち“名詞- 一般”，“未知

語”，及び“複合名詞”を仕様辞書に登録する． 

iii. 同じ形態素解析した結果から，“【対象名の類

義語の候補】+の+【仕様辞書の語】”の共起パ

ターンを抽出し，更に【対象名の類義語の候

補】語を抽出する． 

iv. 抽出した候補語のうち“複合名詞”，“名詞- 一

般”，“名詞-形容動詞語幹”，“名詞-サ変接続” 

    及び“未知語”を対象辞書に登録する． 

v. 同じ形態素解析した結果から，“【対象辞書の

語】+の+【仕様を表す語の候補】”の共起パタ

ーンを抽出し，更に【仕様を表す語の候補】

語を抽出し，候補語のうち“ⅱ”の手順と同

じ品詞の語を，新たに仕様辞書に登録する． 

vi. 同じ形態素解析した結果から，“【対象名の類

義語の候補】+の+【仕様辞書の語】”の共起パ

ターンを抽出し，更に【対象名の類義語の候

補】語を抽出し，候補語のうち“ⅳ”の手順

と同じ品詞の語を新たに対象辞書に登録する． 

vii. “ⅴ”から“ⅵ”の手順を繰り返し，新たな

共起パターンを抽出しなくなるまで，対象辞

書と仕様辞書を交互に拡張する． 

viii. 同じ形態素解析の結果から，“【対象辞書の語，

及び仕様辞書の語】+(が|は|も|に|を)+【評

価を表す語の候補】”の共起パターン，及び

“【評価を表す語の候補】+【仕様辞書の語】”

の共起パターンを抽出し，更に【評価を表す

語の候補】語を抽出する． 

ix. 抽出した候補語のうち“形容詞-自立”，”名詞

-形容動詞語“，”接続品詞”，”動詞-自立“，”

名詞- 一般“，及び”複合名詞”を評価辞書

に登録する． 

 

以上の手順の中で，抽出した評価を表す語の前

後に“接頭語”，“接尾語”がある場合は，評価を

表す語に“接頭語”，“接尾語”を結合させる． 

また，仕様辞書に登録する毎に，同じ形態素解

析した結果の語尾に”円”と”機能”が付く語を

仕様の候補語として抽出し，候補語のうち“ⅱ”

の手順と同じ品詞の語を仕様辞書に登録する． 

同様に，評価辞書に登録する毎に，同じ形態素

解析した結果の語尾に“感じ”，“的”が付く語を

評価の候補語として抽出し，候補語のうち“形容

詞-自立”，“名詞-形容動詞語幹”，“接続品詞”，
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及び“動詞-自立”を評価辞書に登録する． 

仕様辞書に登録する候補語に,対象名と同じ語

がある場合は，この語を削除する． 

 

３ 評価実験 

    

３．１実験方法 

 

 本研究は，生成した辞書に登録されている語の

うち，被験者が１人でも確からしいと判定した語

を辞書の精度として定義する．生成した辞書の精

度の式を以下に示す． 

 

語の総数辞書に登録されている

断した語数人でも確からしいと判被験者が，　
辞書の精度＝

1

  

提案する手法を基に，対象名を“PS3”に限定

し，“PS3”に関する“はてなダイアリー”から

システムが生成した仕様辞書と評価辞書に含ま

れる語を，被験者が判定することにより本手法の

有効性を検証する． 

また，被験者毎に 1人だけが確からしいと判定

した語数の標準偏差を算出し，実験結果が正確で

あるかを検証する． 

被験者は，本学の学生 19 名，大学院生１名，

教員 1 名である．評価実験の事前準備として，

“PS3”を被験者が，知らないことがないように，

“Wikipedia”の“PS3”の項目を被験者に提示し

た． 

被験者は，“対象名の類義語”，“対象名の仕様

を表す語”，“仕様の評価を表す語”の説明を受け

てから，仕様辞書，評価辞書に順で辞書に含まれ

る語を判定した．仕様辞書から判定することによ

り，対象名の仕様を表す表現を理解して，評価を

表す表現を判定することができる． 

 

３．２ 実験結果 

 

提案手法を基に生成した仕様辞書には 256 語，

評価辞書には 768 語が登録された．被験者が 1 人

でも確からしいと判定した語は，仕様辞書では，

234 語，評価辞書では 594 語である． 

そのため，仕様辞書の精度は 91.4%であり，評

価辞書の精度は，77.3%である． 

被験者毎に，その被験者だけが確からしいと判

定した仕様を表す語と評価を表す語の語数を図

１に示す． 

図１から，14 人目の被験者は，他の被験者より

も評価を表す語を多く選択している．また，仕様，

及び評価辞書に登録されている語から，被験者の

うち1人だけが確からしいと判定した語の標準偏 

 
図１ 被験者毎の結果 

 

差を算出したところ，仕様辞書の標準偏差は

1.4であり，評価辞書の標準偏差は11.8 である． 

14人目の被験者だけが選択した語は55語あり，

この語数は他の被験者のみが選択した語数に比

べ極めて多く，特異であるといえる．そこで，こ

の被験者の評価結果を除外し，算出した評価辞書

の精度は 70.2%である． 

評価辞書に登録されている語から，被験者の

うち1人だけが確からしいと判定した語の標準

偏差は 4.3 である． 

 

４． 考察 

    

提案した辞書構築方法により Weblog から自動

的に高精度の仕様辞書を生成することが可能と

なった． 

他方，評価辞書の精度は，仕様辞書に比べ約 20%

低い．これは，被験者が，仕様を表す語に比べ評

価を表す語を，幅広く捉えたため，発生したと考

えられる． 

 

５ まとめ 

    

本研究では，共起関係を利用し，Weblog から高

精度の仕様辞書と評価辞書を自動で構築する手

法を提案し，生成された辞書に含まれる語を，人

により判定し，有効性を示した． 

今後は，誰も確からしいと判定しなかった語を

削除することにより，構築する辞書の精度をより

向上させ， 構築した辞書を基に対象名の評判情

報を分析することを目指す． 
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